
2024年 10月のカレンダー
みんなのちからで３８年

(今年の９月で３８年目を迎えました)

9/14 9月のｷﾞｬﾗﾘｰから

青年の会 府中競馬場 9/8 日曜喫茶に出演 記憶のフロッタージュ

Sさん

。

Tさん

Yさん

Nさん

◎ご不要のハガキ等ありましたらお譲り 学びの広場

下さい。ひろばの通信費になります。 TEL&FAX 042-322-7160

★学びの広場に入室する時には、マスク ＨＰ http://manabinohiroba.com/

の着用、手指の消毒をお願いします。 E-mail manabinohiroba.com@gmail.com

また、ご家庭での検温など健康管理 ↑ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ変更しました。

にご協力ください。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

  空欄の日にはﾏﾝﾂｰﾏﾝなど個別の活動をして

  います。空いているところに、ご自分の予定

  を記入してお使いください。                 

 スタッフ

　ミーティング

     10～1時       

金曜デイ 10～1時

  アート   

6 7 8 9 10 11 12

府中郷土の森博物館 スタッフ

　ミーティング

金曜デイ 10～1時

  織りもの

 

青年の会  10～2時

 外出 　　

13 14 15 16 17 18 19

日曜喫茶

  1:30～3:00  

スタッフ

　ミーティング

金曜デイ 10～1時

  湧水巡り

　

織りもの  10～12時

20 21 22 23 24 25 26

スタッフ

　ミーティング

金曜デイ 10～1時

  ボランティア

青年の会 10～1時 

  アート

  

27 28 29 30 31

　 スタッフ

　ミーティング   



ｱｰﾙﾌﾞﾘｭｯﾄ みんなの掲示板 ある人のつぶやき

高松からの風 ★ Tさんの口ぐせ―「ま、いっか！」

彼の口ぐせには前から気づいてましたが、

最近、同名の絵本や歌が人気だそうです。

日々、予想外で気に入らないことがあって

も受け入れて前に進もうよ、とも解されて

ます。思い通りにならないことも多い世の

伊賀敢男留さん 吉森菜央さん 岩崎岳さん 樋口福美さん 中、大事な金言かもしれません。

★ ★

仲吉陽光さん 鈴木伸明さん 入口から玉川宗則さんと Kさん

林航平さんの作品も見えます。 Mさん 「じゅげむ」

父と戦争と、言葉と…

父は戦時中陸軍の軍人だった。外地での戦闘経験はなかったが、ある時B29が墜落して乗員が捕虜になった。

そして軍刀でのためし切りの話が持ち上がった。当時の軍隊では捕虜を殺すことも当然という空気だった。父に

も声がかかった。だが父はやらなかった。そんなことがあったのを子どもの頃何度か聞かされた。また母からは

後日談で、実行した人たちは皆、戦後に戦犯として罰せられた、もしそうなっていたらあなたたちも生まれてい

ない、と強く言われた。生と死について少しずつわかり始めた子ども心には印象が強かった。

また、父は特攻隊に志願もしたが、視力が足りずはねられたという。兄が高校生の頃、「なぜ志願などし

たのか」と問い詰めた。ふだんは詰問などゆるさない父が、その時は怒りもせず、正直に、そして歯切れ

の悪い答えで自分を語った。 「おやじの会 会報No.3」より抜粋

上記は30年程前の私の文章です。当時お父さんたちとの懇談の会があり､数年続きました。唐突にこれを

出したのは、最近、吉村昭さんの小説「遠い日の戦争」を一読し、亡父の経験と重なるものを感じたからです。

当初は別のテーマでここに載せる原稿を考えていたのですが、吉村さんの小説の力に圧倒され､急遽の予定変更

でした。

世界各地での戦争はなかなか終わりが見えません。反戦・非戦の言葉も自分が言うと「歯切れの悪い」ものに

なりそうで躊躇します。東京新聞で毎年8月に『平和の俳句』を連載していました。声を挙げることが大事､と思
ちゆうちよ

い拙い句を投稿しましたが、みごと落選でした。
つたな

そのくにも怖くはないからせめないで

高橋源一郎さんがいつか、今の時代は「言葉が軽くなってしまった。」との主旨の文を書いてました。

その言葉が長く心に残っていて、まだ消化しきれていません。経験上、自分にとって大事なことと思って、

考え続けています。 (清水)
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